
i

はじめに

　近年、自由化やグローバル化が、情報化の進展に裏打ちされながら、わが国

のみならず地球的規模で進展 1）し、いつでもどこでも誰にでも繋がることがで

き、それにより夢や希望をさらにふくらませるという状況が一層備わりつつあ

る。このようなユビキタスに象徴される情報社会は、資本主義や資本の論理 2）

が、くまなくグローバルに展開することでもあり、それは、社会や経済をさら

に大きく変えた。これは、世界的な繁栄と、その一方では、閉塞状況をももた

らした。成長や発展と同時に、明日や未来に希望や夢を託せない状況をももた

らしたのである。実際苦い経験のなかで、ヨーロッパの統合という夢をEUと

いう新しい枠組みに託したものの、ユーロ安等通貨危機により、その未来、ま

たそれへの夢や希望も、大きく揺るがされよう 3）としている。これらは同時

に、地球規模で社会格差や地域格差をまさに惹起したのである。

　このようにユビキタス社会、つまりいつでもどこでも誰でも、パソコン、携

帯電話やスマートホン、メールで繋がる情報社会が、アジア 4）でも、事実中国

が世界一の携帯所持（2011 年には 9.9 億ユーザーで 73％の普及率）国 5）になっ

たように、本格的に到来しようとしている。もちろんそれは、マネー資本主義

や消費資本主義 6）が、インターネット社会により、まさに本格化しているこ

とを示すものでもある。そのことは、とりわけ雇用者にとっては、仕事と仕事

場が、出先や出張先のみならず、家庭にまで拡大・進入し、24 時間 7 日労働

を可能とし、時には否応なくそれを強いられる。過重労働やストレスで、人間

疎外はもちろん、本人、また家族や家庭も、過労死や崩壊をも引き起こすとい

う、まさに働き過ぎ社会の展開 7）へとつながるものに他ならない。

　近年、わが国の社会経済や地域においては、高齢化や人口減少で新たな展開

が見いだせず、閉塞状況を呈しているが、一方で、従来とは異なる形で新たな

展開もみられる。特に停滞や減少化が指摘される小売り業や販売業等の消費部

門に関しても、インターネットを介した消費が、若者のみならず、30 ～ 40 代

から 50 ～ 60 代等、中高年にも拡大する形で急成長している。事実楽天が展
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開するまさに仮想商店街「楽天市場」に出展する企業の売り上げ総額（取扱高）

は、2011 年には 1.1 兆円にも上った。これは、三越伊勢丹ホールディングス

の 2012 年 3 月期の売上高 1 兆 953 億円にほぼ匹敵するのである。

　このネット消費市場は、2016 年度には 2011 年の 6 割増の 16 兆円になると

評価 8）され、また野村総合研究所とグーグルは、2010 年におけるインターネッ

ト産業の市場規模が 20 兆円に上ると試算 9）したゆえんである。もちろん海外、

なかでも近年成長が著しい中国でも、インターネットでの消費とその伸びには

とりわけ大きなものがある。事実、2011 年度の第三者インターネット決済市

場規模は、2010 年比で 118.1％の大幅増加を示し、2 兆 2,038 億元（約 26 兆

8,195 億円）に達する状況 10）である。

　そこでは、もはや多額の出費がかさむ店舗等ハード面でも、また対面接客を

はじめとして教育をも要し管理やコストもかかる店員等、ソフト面、つまり従

来の組織や仕組み、またその世話等も要しないのである。また旅行業界におい

ても、宿泊等の予約がネット上でなされ、その予約とサービス取扱額が、一休

等にみられるように、急増している。このように、インターネットを通じた消

費が、関連する企業の利益を含め、大きく拡大している。これは、従来の消費

行動、したがって、百貨店をはじめとする小売りサービス業を、また従来の予

約システムとその上に立つ企業や業界、例えば、近畿日本ツーリストが展開し

てきた旅行サービス店舗等とその営業・管理システムをも再編成する形で、旅

館業や旅行業等業界とそのサービス等をも大きく揺るがしたのである。

　このようなグローバル化は、競争を激化させ、そのもとで大きな変容・再編

成化をもたらしたが、その影響は一様には進展せず、企業間、産業や分野間、

さらに地域間にも、成長と衰退という 2 極化が展開した。したがって、閉塞

状況とともに、今までにない経済や社会的格差、さらに地域間格差等、格差社

会をもたらした。その意味では、富や所得の、階層間、地域間格差が、個人、

企業、産業や社会に新たな対処や対応を求めたのである。99％の声をとの政

治的要請にみられるように、富はもちろん、人の声や意見さえ届かない状況が

進展するなかで、そのような社会矛盾を強める事態に、人、企業、組織そのも

のが、新たな変容、さらには新たな対処や対応を迫られているのである。した
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がって、新たな矛盾を緩和・解消し新たな局面を切り開くためにも、企業や資

本の社会的責任が問われているように、それに対処・対応し得る新たな動きや

政策が、社会的に、もちろん個人や地域にも、求められているのである。

　特に 2011 年の東日本大震災とそれに伴う原発事故 11）は、技術や科学、社会

や経済さえ大きく揺るがし、企業や資本のみならず、人や生活、さらには夢を

託してきたものやそのあり方さえ問い直した。事実信頼を寄せてきた成長や安

全神話が崩壊し、これまで是としてそれを支えてきた科学や技術さえ疑わし

く、信頼や確固たるものを見いだせず、人や社会、また自然や災害にも、今ま

での安易な対応では対処し得ない。東日本大震災は、それを問い見直させるも

のであり、人、社会そのものをも、根源的に問い評価させるのである。した

がって、東日本大震災の復興対策 12）も、従来のような、また後ろ向きではな

い、次の時代へ繋がり活かすための新たな視点や対応が求められる。

　もちろん従来や既存のものを、またその状況を自らが改変する以外なすすべ

がない。とはいえそれらを即座に解消し実現できる英雄とも言うべき強いリー

ダーにそれを託すべく、従来通り座りしままに待ち望む状況が、寓民とも称さ

れつつもなお散見される。したがって、わが国、とりわけ地方の経済と社会

は、科学や技術、また組織やシステムに先進性や輝きを欠き、閉塞状況に陥ろ

うとしている。

　このように大きな社会的変容や再編成への対処や対応が求められているにも

かかわらず、人の日々の暮らしには、そもそも組織や社会の問題が差し迫る形

を取り難く、それが認識されにくい。それゆえに、課題やその解を考える意

識、また仕組みや体制も、したがって問題の解を見いだし、解決する方策をつ

くり展開するには至り難い。主権在民とはいうものの、それは公式な場での見

解のごとく、住民が中心で主体的になるよりは、多くの場合受動的で、人や他

人任せの、他人事や他力本願に陥りがちである。

　このような状況にもかかわらず、実際、企業、資本、行政は、必要性や要

請、またそれに利害や権力を絡めながら、水源の開発、治水、防災等をはじめ

として、新たな要求や要請を絶えず出してくるのである。もちろん企業や資本

は、本来存在する限り、したがってそれを維持・存続するためにも、費用や時
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間の範囲内と必要性のもとで、専門家の評価やお墨付きを携えながら、あらゆ

る要求や要請、またそのための解、手段や方策等を出し駆使しようとする。

　このように、水資源開発や復興に関しても、無数の要求や要請が、また解や

方策があり得るわけでもあり、時代や要請を考慮しつつ、それらに適切に対

処・対応せざるを得ない。そういう意味でも、次の時代への展開や展望が求め

られている。時代に対応し得る担い手や人材、組織や体制への再編成や変革

が、またそのための仕掛けや戦略が今まさに求められている。

　このように、グローバル化が進展するなか、世界はもちろん日本、とりわけ

地方やその社会や経済は、近年閉塞状況に陥り、希望に夢を託しそれを展開し

得ない状況に陥っている。そういう意味でも、社会的要請や学問的課題への新

たな成果が期待される。期待されているものや社会的に要請されているもの

は、魅力あり評価され次の時代に繋がるものである。そのためにも、新たな担

い手や人材、組織や地域づくりが求められている。担い手や組織を死せるもの

から活かせるものへと転換し、新たなものへと構築していくことが必要であ

る。本書では、その道しるべとなる新たな動きや展開を捉え、考察・検証し、

そこに新たな夢や未来を託し、期待するのである。
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